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My-ラップ通信は、My-ラップのオーナー様と、
My-ラップ運用チームを繋ぐ架け橋です。
毎月、お届け致します。

『Ｍｙ-ラップ/オーナー』の

貴方様に

Ｍｙ-ラップ通信



- はじめに -

日頃より当社商品“SBIグローバル・ラップファンド(安定型／積極型)(愛称：My-ラップ)”を
ご愛顧頂き、ありがとうございます。

当月は7月の運用環境の背景と、コラムでは7月の日経平均株価とドル／円相場の
動きについて詳しくお話し致します。

今後とも、グローバルでの投資環境、運用状況、トピックス等について説明致しますので、
末永いお付き合いを、よろしくお願い申し上げます。

平成28年8月

SBIアセットマネジメント My-ラップ運用チーム
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7月は、雇用統計など好調な米経済指標や米主要企業の堅調な決算内容を受けて、
米国のS&P500種株価指数やNYダウ工業株30種平均は相次いで過去最高値を更新、
世界の株式市場は概ね上昇基調で推移しました。また、投資家のリスク回避姿勢が後退
したことから、世界的な金利低下も一服しました。

日本株は、月初に円高進行を受けて下落したものの参院選での与党勝利を受けて財政
刺激策や追加金融緩和への期待が高まったことなどにより日経平均株価は16,000円台
後半まで上昇しました（日経平均株価は前月末比＋6.37％）。

今後は、堅調な米経済を背景に主要企業の業績回復が見込まれる中、米国株式
市場は底堅く推移するとみています。短期的には、市場は米国の年内利上げや英国の
欧州連合（EU）離脱の影響を見極めるまでは、一進一退の展開になると予想します。
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- 7月の運用環境 -

（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
※データ期間：2016年1月29日～2016年7月29日
※2016年1月29日を100として指数化
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各国の株価指数の推移



安定型 積極型

プラス寄与

 先進国（除く日本）大型株式
 グローバル債券
 ヘッジファンド（ヘッジあり）
 為替（円安・ドル高）

 先進国（除く日本）大型株式
 新興国大型株式
 欧州中小型株式
 為替（円安・ドル高）

マイナス寄与  日本債券  日本債券
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- 7月の運用環境 -

引き続き、日欧株式市場、新興国株式市場はやや軟調に推移する可能性が高いと見てお
り、今後の運用方針としては、金利が急低下した先進国債券への配分を減らすとともに、日本
大型株式、先進国（除く日本）大型株式、新興国株式の配分を若干減少させています。

My-ラップの7月29日現在の基準価額は、安定型9,633円（前月末比＋1.70％）、
積極型9,412円（前月末比＋2.91％）と、当月はプラスのリターンを確保しました。

7月の上昇・下落の主な要因は以下の通りです。

今後の運用方針今後の運用方針



7月の日経平均株価とドル／円相場の上昇について

7月の円相場は、市場予想を大幅に上回った6月の米雇用統計や参院選での与党勝利を
受けた大型経済対策への期待感などから、7月11日以降に急速に円安が進行し、日経平均
株価は連日の大幅高となりました。

7月中旬にかけては、NYダウ工業株30種平均が過去最高値を更新するなど米国株式
市場の上昇によりリスク回避姿勢が後退したことに加えて、「ヘリコプター・ベン」の異名を取る
ベン・バーナンキ前米連邦準備制度理事会（FRB）議長が安倍首相や黒田日銀総裁と
会談したことから、日銀が国債買い入れで財政資金を供給する「ヘリコプターマネー」政策に
踏み切るのではないかとの憶測が金融市場で高まり、円安・株高が継続しました。

-コラム-
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（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
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2016年7月の日経平均株価とドル／円相場の推移

参院選（7月10日）後に円安・株高が進行



-コラム-
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当初、海外投機筋主導の円安進行は一時的との見方が多かったものの、本田前内閣官房
参与が4月の訪米時にバーナンキ前FRB議長と永久国債発行のアイデアを議論したとの報道
を受けて、ドル／円相場は106円台手前まで進みました。

その後も、7月末の日銀政策決定会合に向けて、「ヘリコプターマネー」政策を含む新たな
追加金融緩和への期待が盛り上がったことに加えて、米国の年内利上げへの思惑、20兆円
規模と伝えられた政府の財政刺激策を好感し、ドル／円相場は7月21日に一時107円台
半ばを付けました。米国の年内利上げ観測に関しては、米国株式市場が過去最高値を更新
する一方、低金利の長期化による副作用を懸念する向きから、FRBが金利正常化を再開す
るとの思惑が浮上しています。

なお、7月24日にかけて開催された20カ国・地域（G20）財務相・中央銀行総裁会議の
インタビューで、黒田日銀総裁は「ヘリコプターマネーについての議論は全くなかった」としたものの、
「中央銀行が金融を緩和している状況下で政府が財政政策を活用すれば、景気に対する効
果は大きくなる」と発言したほか、一部通信社が「日銀は7月22日に追加緩和の検討に入っ
た」と報道しており、追加緩和への期待は根強く残りました。

また、その後は調整が入ったものの、7月27日には50年国債の発行検討に関する報道や
首相講演で経済対策の事業規模28兆円超とのヘッドラインにより、ドル円相場は一時106
円台半ばまで上昇しました。

さて、注目された日銀・金融政策決定会合では、追加緩和は決定されたものの、想定よりも
小規模な上場投資信託（ETF）の買入額増額のみとなり、その他の緩和措置は据え置か
れたことから、発表直後から日経平均株価は反落、為替は円高に振れる結果となりました。

外国為替相場は各国の金融政策をはじめとして様々な要因により上下しますが日銀の金融
政策だけではなく海外、特に米国の金融政策は世界のマネーフローに与える影響度が大きいこ
とから、今後の相場を占う重要な要素として常にウォッチしていく必要がありそうです。

以上
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●本資料は、SBIアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、その正確性、完全
性について保証するものではありません。また、将来予告なく変更されることがあります。●本資料中のグラフ、数値等は作成時点の
ものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。●投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は
変動します。したがって、元本保証はありません。●投資信託の運用による損益はすべて受益者の皆様に帰属します。●ご購入の
際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。
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ファンドの関係法人

委託会社
SBIアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第311号
加入協会 ／ 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
（信託財産の運用指図、投資信託説明書（目論見書）及び運用報告書の作成等を行います。）

投資顧問
（助言）

モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1106号
加入協会 ／ 一般社団法人日本投資顧問業協会

受託会社 三菱UFJ信託銀行株式会社
（ファンド財産の保管・管理等を行います。）


